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Ⅰ 環境経営方針 

 

 

環境理念 

有限会社屋敷治二商店は、一般廃棄物及び産業廃棄物の収集運搬、処分業、 

金属再生業の事業活動を通して、地球と地域の環境の保全に貢献します。 

 

 

 

環境経営方針 

1. 環境経営に積極的に取組むために、環境経営システムを構築し、環境経営目標を定めて実行し、

定期的な見直しを行いながら、継続的な改善に取組みます。 

 

 

2. 環境への取組みとして、特に次の事項に取組みます。 

⚫ 廃棄物から有価物を収集し、再生利用効率の向上 

⚫ 廃棄物の適正処理と情報開示 

⚫ 循環型社会形成のための社会貢献 

⚫ 企業ブランド価値の向上 

 

3. 環境関連法規制等を遵守します。 

 

 

4. 環境経営システムの内容を、全社員に周知徹底し、環境に対する意識の向上に努めます。 

 

 

 

改定日：令和 3 年 1 月 6 日 

有限会社屋敷治二商店 

代表取締役 和泉澤 賢治 
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Ⅱ 事業活動の概要 

 

（１）事業所名及び代表者名 

有限会社屋敷治二商店 

代表取締役 和泉澤 賢治 

 

（２）所在地 

① 本  社：群馬県安中市安中五丁目 1 番 39 号（登記上の機能のみ） 

② 原市工場：群馬県安中市原市字悪途久保東 71 番 1（当該地） 

③ 人見工場：群馬県安中市松井田町人見 1475-1 

 

（３）設立年月日 

 昭和 41 年 6 月 14 日 

 

（４）資本金 

300 万円 

 

（５）対象範囲 

      全組織・全活動を対象範囲とする。       

 

（６）事業内容 

        産業廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物中間処分業（圧縮、圧縮せん断） 

一般廃棄物収集運搬及び中間処分業 

金属・古紙・プラスチック再生業 

 

（７）売上高 

 18,200 万円（2022 年次） 

 

（８）環境管理責任者及び連絡先 

    役 職：取締役 

    氏 名：和泉澤 治美 

    連絡先：027-382-3434 

 

（９）組織図（従業員数 12 名） 

  

 

 

 

営業・現場部門

統括責任者(和泉澤　賢治）

代表取締役社長 環境管理責任者

総括(和泉澤　賢治) (和泉澤　治美)

事務部門

統括責任者(和泉澤　治美)
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（１０）事業の許可内容及び施設等の状況 

【一般廃棄物収集運搬業】 

許 可 自 治 体 名 安 中 市 

許 可 番 号 安中市第 11 号 

許 可 年 月 日 令和 4 年８月 1 日 

許  可  期  限  日 令和 6 年 7 月 31 日 

【一般廃棄物処分業】 

許 可 自 治 体 名 安 中 市 

許 可 番 号 安中市第３８号 

許 可 年 月 日 令和 4 年 6 月 1 日 

許  可  期  限  日 令和 6 年５月 31 日 

設 置 場 所 群馬県安中市原市字悪途久保東 71-1、72-1 

取 扱 品 目 及 び 

処 理 能 力 
選別（4.0ｔ/日） 

不燃ごみ 

金属くずが付着・混入したプラスチック、木材、ガラス等 

【産業廃棄物収集運搬業】 

 
※1 石綿含有産業廃棄物を含む。   ※2 水銀使用製品産業廃棄物を含む。 

【産業廃棄物処分業】 

許 可 自 治 体 名 群 馬 県 

許 可 番 号 01020009179 

許 可 年 月 日 令和 3 年 9 月 5 日 

許 可 有 効 期 限 令和 10 年 9 月 4 日 

設 置 場 所 群馬県安中市原市字悪途久保東 71-1、72-1 

取 扱 品 目 及び 

処 理 能 力 

圧   縮 

（40.0ｔ/日） 
廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず  

圧縮せん断 

（69.9ｔ/日） 
廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類 

処 理 方 式 油圧 2 方締方式 

【産業廃棄物処分業の保管能力】 

廃棄物の種類 処理前後 面積（㎡） 容量（㎥） 高さ（ｍ） 

混合くず※１ 処理前 291.88 104.53 3.0 

金属くず 処理前 40.00 26.60 2.0 

金属くず※２ 処理後 184.50 141.78 2.4 

金属くず※３ 処理後 18.00 10.15 0.9 

廃プラスチック類 処理後 4.00 4.80 1.2 

木くず 処理後 4.00 4.80 1.2 

※１ 廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類の混合 

※２※３ 機械の大小によって分けている。 
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群馬県 0100009179 令和4年12月22日 令和11年12月21日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

埼玉県 0110409179 令和5年2月1日 令和12年1月21日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

栃木県 0090009179 令和4年3月30日 令和9年3月29日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

許可

自治体
許可番号 許可年月日 許可期限

取扱許可品目
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【収集運搬車両及び処理設備等の種類】 

収 集 運 搬 車 両 

・キャブオーバ 5 台 

・塵芥車 1 台 

・脱着装置付コンテナ専用車 2 台 

・ウィングボディ車 1 台 

重  機  類 

・油圧ショベル 3 台 

・フォークリフト 4 台 

・ショベルローダー 1 台 

処 理 設 備 

・キ ル ド シ ャ ー      1 基  

（圧縮せん断：処理能力  34.7t/日） 

・ダ ブ リ ン グ      1 基      69.9ｔ/日 

（圧縮せん断：処理能力  35.2/日） 

・プ レ ス 機      1 基 

（圧   縮：処理能力   40.0t/日） 

 

【処理工程図】 

廃プラスチック類、木く

ず、金属くず、ガラスく

ず・コンクリートくず及び

陶磁器くず、がれき類

（金属くず以外のもの

は付着・混入のものに

限る。） 

→ 保 管 → 
事前 

選別 
→ 

圧縮 

→ 

金属くず → 保管 → 
売 却 

（再生） 

圧縮剪断 

木くず 

廃プラスチック類 

金属くず 

ガラスくず等 

がれき類 

→ 保管 → 
委 託 

(破砕) 

 
 
（１１）産業廃棄物処分業処理実績、収集運搬業実績（2021 年 12 月～2022 年 11 月） 
 

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量（t） 

（ⅰ）収集運搬 

廃プラスチック類 

  

173.26 

木くず 233.10 

金属くず 0.62 

収集運搬量合計 406.98 

（ⅱ）中間処理 

廃プラスチック類 圧縮、圧縮・せん断 79.03 

金属くず 圧縮、圧縮・せん断 0.62 

   

  
うち 

再資源化等 

金属くず   12.75 

   

再資源化等量小計 12.75 

中間処理合計 79.65 

（ⅲ）最終処分 
      

      

最終処分量合計 0.0  

（ⅳ）中間処理

後の産業廃棄物 

最終処分 
   

   

再資源化等 

廃プラスチック類 再生 66.90 

   

再資源化等量小計 66.90 

  中間処理後処分量合計 66.90 
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（１２）一般廃棄物処分業処理実績（2021 年 12 月～2022 年 11 月） 

中間処理 

金属くず 選別 13.40 

     

     

  
うち 

再資源化等 

金属くず   13.40 

     

再資源化等量小計 13.40 

中間処理合計 13.40 

※運搬実績はなし。 

 

（１３）廃棄物処理料金 

収集運搬料金…種類、量、距離により計算 

処分料金…種類、量により計算（無料にてお見積もり） 

 

Ⅲ 環境目標とその実績 

（１）目標達成状況 

当社としては、次の目標を掲げて環境活動に取り組んできました。 

・ 廃棄物から有価物を収集し、再生利用効率の向上 

（廃棄物排出量の削減、紙類の使用量削減） 

・ 廃棄物の適正処理と情報開示（優良認定制度を取得済） 

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律の遵守） 

・ 循環型社会形成のための社会貢献 

・ 二酸化炭素の排出抑制（化石燃料、電力使用量の削減） 

・ 受託した産業廃棄物の処理フローに関わる環境への配慮（重機の燃料使用量の監視） 

 

（２）中期目標 

 

※購入電力の排出係数 0.441kg-CO2/kW（－R１年度実績－R3.1.7 環境省・経済産業省公表、R3.7.19 一部追加・更新） 

環境目標項目

（負荷の自己チェックを踏まえて策定） 2022 年次 2023 年次 2024 年次

総務 55,329 kWh
基準年度比 100% 100% 100%

原市工場 24,400 kg-CO2 目標値 7.37 kg-CO2 7.37 kg-CO2 7.37 kg-CO2

人見工場 2021 年

取扱量 3,311

1tあたり 7.37

原市工場 ガソリン 2,266 ℓ 基準年度比 100% 100% 100%

人見工場 軽油 23,757 ℓ 目標値 20.10 kg-CO2 20.10 kg-CO2 20.10 kg-CO2

66,553 kg-CO2

2021 年

取扱量 3,311

1tあたり 20.10

一般廃棄物 総務

産業廃棄物 原市工場

人見工場

原市工場 基準年度比 100% 100% 100%

人見工場 229 ㎥ 目標値 229 ㎥ 229 ㎥ 229 ㎥

2021 年

全部署

責任部門
基準値

（基準年度）

二

酸

化

炭

素

排

出

量

電力

取り扱量1tあたりのCO2排出

量の削減

達

成

手

段

空調温度の適正化（冷房28℃　暖房25℃） 空調温度の適正化（冷房28℃　暖房25℃）

昼休みの不要電源オフ 昼休みの不要電源オフ

ガソリン、軽油

取り扱量1tあたりのCO2排出

量の削減

エコドライブ

昼休みの不要電源オフ

達

成

手

段

アイドリングストップ アイドリングストップ アイドリングストップ

エコドライブ エコドライブ

自主点検、整備の実施、過積載運行の防止 自主点検、整備の実施、過積載運行の防止 自主点検、整備の実施、過積載運行の防止

運搬経路の見直し 運搬経路の見直し 運搬経路の見直し

空調温度の適正化（冷房28℃　暖房25℃）

排出係数 0.441
自主点検、整備の実施 自主点検、整備の実施 自主点検、整備の実施

処理施設の効率的に使用 処理施設の効率的に使用 処理施設の効率的に使用

一般廃棄物は少量のため記録

のみとする。

産業廃棄物は削減のコントロールが

不可のため記録のみとする。

廃

棄

物

排

出

量

管

理

洗車時・事務所の節水
使

用

量

削

減

節水

達

成

手

段

洗車時・事務所の節水 洗車時・事務所の節水

社

会

貢

献

会社周辺の清掃 達

成

手

段

会社周辺の毎月1回の清掃 会社周辺の毎月1回の清掃 会社周辺の毎月1回の清掃

市主催のボランティア回収に参加 市主催のボランティア回収に参加 市主催のボランティア回収に参加
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（３）目標および実績 

実績項目 目標値 実績値 目標値対比 評価 

取扱量 1t あたりの 

電力 CO2 排出量削減(Kg-Co2/t) 
7.92 7.44 -6.1％ 〇 

取扱量 1t あたりの 

化石燃料 CO2 排出量削減(Kg-Co2/t) 
20.10 19.16 -4.7% 〇 

取扱量 1t あたりの 

CO2 全体排出量(Kg-Co2/t) 
28.02 26.60 -5.1% 〇 

総水道使用料(㎥) 229 225 -1.7% 〇 

※化石燃料はガソリン・軽油を対象としている。  

2022 年次の取扱量は 3,963.38t であった。（前年 3,311.00t） 

 

Ⅳ 主要な環境経営計画の内容 

（１）目標を達成するための取組み 

①二酸化炭素の排出抑制 

・昼休みの消灯徹底、不要電源オフの徹底の継続 

・冷房 28℃、暖房 25℃の温度徹底 

・アイドリングストップ、エコドライブ 

・自主点検・整備の実施、トラックスケール導入による過積載運行の防止 

・安全運転の徹底（最高速度の厳守等）、運搬経路の見直し 

・リサイクル施設で、環境負荷を抑えるための再生方法の研究 

 

②水資源投入量の削減 

・洗車時、事務所節水の推進 

 

③廃棄物排出量の削減 

・コピー用紙削減（ペーパーレス化） 

・分別の徹底、廃棄物排出量の把握 

・再生利用ルートの調査・開拓 

 

④廃棄物の適正処理と情報開示 

・廃棄物処理法他関係法令の遵守、情報公開 

（産廃優良認定を取得し、産廃情報ネットに公開） 

 

⑤循環型社会形成のための社会貢献 

・一斉掃除実施、地域の廃品回収への協力活動 

 

⑥受託した産業廃棄物の環境配慮 

・月毎に車両、重機等の燃料使用量、使用時間のチェック 

 

⑦次年度の追加計画 

・処理施設に使用する作動油の劣化診断、及び省エネ効果の高い作動油への更新を検討する。 

・原市工場事務所建替に伴う電力使用量の削減。 
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Ⅴ 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

（１）適用される主な環境関連法規 

• 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

• 騒音規制法 

• 振動規制法 

• 浄化槽法 

 

（２）環境測定結果  

項目 測定日時 規制基準 測定値 適否 

騒音 平成 29 年 7 月 18 日 55db(特定工場等の騒音規制基準) 54dＢ ○ 

騒音 平成 30 年 9 月 7 日 〃 54dＢ ○ 

騒音 令和元年９月３日 〃 55dＢ ○ 

騒音 令和 2 年 10 月 12 日 〃 55dＢ ○ 

騒音 令和３年 10 月 18 日 〃 54dＢ 〇 

騒音 令和 4 年 10 月 31 日 〃 55dB 〇 

振動 平成 29 年 7 月 18 日 65db(特定工場等の振動規制基準) 50dＢ ○ 

振動 平成 30 年９月 7 日 〃 45dＢ ○ 

振動 令和元年９月３日 〃 48dＢ ○ 

振動 令和 2 年 10 月 12 日 〃 48dＢ ○ 

振動 令和 3 年 10 月 18 日 〃 48dＢ ○ 

振動 令和 4 年 10 月 31 日 〃 37dB 〇 

（３）違反、訴訟等 

平成 19 年次（2007 年）～令和 4 年次（2022 年）において、環境関連の違反、訴訟等はありませんでした。 

 

Ⅵ 環境活動の取組み結果の評価  

(1) 当社の環境への負荷の低減・管理への評価 

① 二酸化炭素の排出抑制 

・ 運搬経路の見直しやエコドライブについて、社員一人一人にしっかりと意識付けされており、原単位あたりの CO2 排

出抑制につながった。 

・ 事務所内でも、空調温度の管理、昼休みの消灯など継続的に取り組んでいる。 

 

② 水資源投入量の削減 

節水に対する活動が定着しており、今後も活動への取り組みと給排水設備の維持・管理を実施していく。 

 

③ 廃棄物排出量の削減 

廃棄物削減については、引き続き最新のリサイクル技術情報の収集に努めていく。 

 

④ 廃棄物の適正処理と情報開示 

・ 優良認定を取得してから、産廃情報ネットで情報開示している。 

・ 廃棄物収集運搬、処分業者として、廃棄物処理法他関係法令を遵守し業を行っている。 
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⑤ 循環型社会形成のための社会貢献 

地域の廃品回収への協力活動や会社付近の道路清掃を実施している。 

 

⑥ 受託した産業廃棄物の処理フローにおける環境への配慮 

・ 低燃費車両への更新や増備に伴い、効率的な車両運用、作業体制を構築することができたため、CO2 排出量の

抑制につながっている。 

・ 今後も廃棄物処理に使用する車両、重機等の燃料使用量、使用時間を毎月記録し、燃料代、燃費等への意

識付けを行っていく。 

 

(2) 代表者による全体評価と見直しの結果 

今年度は総合的に取扱量が増加したことにより、電力使用量及び化石燃料使用量は増加傾向であったが、環境経営

活動の取り組みや車両更新等により、原単位あたりの CO2 排出量はいずれも目標設定値を下回り、目標達成となりまし

た。今後は CO2 排出量の削減に向け、具体的な取り組みを検討してまいります。 

環境経営については、年度途中より外部コンサルタントを迎え、外部ブレインとして様々な情報を共有することにより、環境

経営力の強化を図っています。今後は、2017 年度版ガイドラインへの対応や、SDGs への取り組み、カーボンニュートラル

の実現に向け、新たに EA21 事務局を設置し新たなニーズへの対応や、環境経営力の更なる強化を図ってまいります。 

 

・環境経営方針 変更なし 

・環境経営目標 変更あり 

・環境経営計画 変更あり 

・実施体制    変更あり 

 

エコアクション２１認証後の事業の変更状況  

＊平成１８年６月より収集運搬車両を１台増車 

＊平成１９年１１月より収集運搬車両を１台増車 

＊平成１９年１１月より処理機械（圧縮せん断機）を増設 

＊平成２０年９月に収集運搬車両４ｔ車を大型車に入れ替え 

＊平成２１年１２月より第２工場が稼動を開始 

＊平成２３年７月よりフォークリフト（２.５ｔ）を増設 

＊平成２３年１０月より収集運搬車両を１台増車 

＊平成２４年３月より人見工場が本格稼働 

＊平成２８年 6 月安中市一般廃棄物処分業の許可を取得 

＊平成２9 年 2 月に収集運搬車両を 1 台増車 

＊平成２9 年 10 月に台貫入れ替え 

＊平成 30 年 4 月に重機、7 月にフォークリフトを 1 台ずつ増設 

＊令和３年 11 月に収集運搬車両 1 台を増車、12 月に重機 1 台を入替 

＊令和 4 年５月に収集運搬車両を１台入替、６月に１台増車 

＊令和４年 6 月にフォークリフトを 1 台入替 


